
　　　　関連制度 住民税 所得税
私立幼稚園就園奨励費補助 　　●
高等学校交通遺児授業料減免 　　●
国民健康保険制度（保険料等） 　　●
後期高齢者医療制度（自己負担） 　　●
障害者自立支援制度（自己負担） 　　●
障害福祉サービス等の措置入所・利用（自己負担） 　　● 　　●
精神障害者措置入院費（自己負担） 　　●
保育所の保育料 　　●
児童入所施設への入所（自己負担） 　　● 　　●
助産施設における助産の実施（自己負担） 　　● 　　●
養護老人歩ホームへの入所措置（入所措置要件等） 　　● 　　●
軽費老人ホームの利用（自己負担） 　　● 　　●
小児慢性特定疾患児への日常生活用具給付（自己負担） 　　● 　　●
未熟児養育への医療費給付（自己負担） 　　● 　　●
小児慢性特定疾患研究事業による治療研究にかかわる
医療費の支給（自己負担）

　　●

結核児童への療育費給付等（自己負担） 　　● 　　●
肝炎治療費（自己負担） 　　●
特定疾患治療研究にかかわる医療費の支給（自己負担） 　　●
難病患者等居宅生活支援（自己負担） 　　●
ハンセン病療養所非入所者給付金 　　●
原爆被爆者家庭奉仕員派遣 　　●
訪問介護利用被爆者助成 　　●
職業転換給付金 　　●

住民税・所得税の扶養控除を廃止した場合の他制度への影響

鳩
山
内
閣
は
12
月
22
日
、

２
０
１
０
年
度
税
制
「
改
正
」

大
綱
を
発
表
し
、
子
ど
も
手

当
て
と
引
き
換
え
に
、
所
得

税
・
住
民
税
の
16
歳
未
満
の

扶
養
控
除
廃
止
、
高
校
授
業

料
の
「
実
質
無
料
化
」
を
理

由
に
高
校
生
部
分
（
16
歳
～

18
歳
）
の
特
定
扶
養
控
除
の

縮
小
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
①
16
歳
未

満
の
子
ど
も
を
抱
え
る
世
帯

で
は
所
得
税
で
は
扶
養
控
除

廃
止
に
よ
っ
て
課
税
所
得
金

額
が
38
万
円
増
え
、
住
民
税

で
は
33
万
円
増
え
ま
す
。
そ

の
結
果
、
所
得
税
額
（

低

税
率
５
％
）
や
住
民
税
額

（

低
税
率
10
％
）
が
増
税

さ
れ
ま
す
。
②
特
定
扶
養
控

除
が
減
額
さ
れ
る
高
佼
生
世

代
を
扶
養
す
る
世
帯
で
は
所

得
税
で
25
万
円
、
住
民
税
で

12
万
円
そ
れ
ぞ
れ
控
除
が
減

る
た
め
、
や
は
り
課
税
所
得

金
額
増
に
よ
る
増
税
と
な
り

ま
す
。

痛
み
押
し
つ
け

子
育
て
世
帯
に
は
新
た
に

月
２
万
６
千
円
（
２
０
１
０

年
度
は
１
万
３
千
円
）
の
子

ど
も
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

が
、
所
得
税
・
住
民
税
増
税

と
現
行
児
童
手
当
が
廃
止
さ

れ
ま
す
の
で
、
子
ど
も
手
当

て
の
効
果
は
大
幅
に
減
少
し

ま
す
。
更
に
、
特
定
扶
養
控

除
が
縮
小
さ
れ
る
世
帯
の
内
、

現
在
公
立
高
校
の
授
業
料
の

免
除
措
置
を
受
け
て
い
る
世

帯
に
は
所
得
税
・
住
民
税
の

値
上
げ
の
痛
み
だ
け
が
押
し

付
け
ら
れ
ま
す
。

裏
面
に
つ
づ
く

●
扶
養
控
除
の
廃
止
で
負
担

増
23
項
目
（
左
表
参
照
）

ア
メ
リ
カ
で
は
株

の
も
う
け
に
た
い

す
る
税
率
は

高

２
５
％
強
、
オ
バ

マ
政
権
は
こ
れ
を

５
％
引
き
上
げ
る

こ
と
を
提
案
し
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
鳩
山
政
権
は
証
券
優
遇
税

制
を
本
来
の
２
０
％
か
ら
１

０
％
に
半
減
し
て
い
る
措
置

を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
▼
こ
の
減
税
で
４
億
５
７

０
０
万
円
の
配
当
を
得
た
計

算
の
ト
ヨ
タ
の
豊
田
章
男
社

長
は
４
５
７
０
万
円
、
８
億

１
６
０
０
万
円
の
配
当
を
受

け
た
計
算
の
京
セ
ラ
の
稲
盛

和
夫
名
誉
会
長
は
８
１
６
０

万
円
も
の
減
税
に
。
年
収
１

０
０
０
億
円
を
超
え
る
株
長

者
８
人
も
優
遇
税
制
で
１
人

３
５
億
円
も
の
恩
恵
を
受
け

て
い
ま
す
▼
〈
日
の
本
や
金

も
子
を
う
む
御
代
の
春
〉
と

詠
ん
だ
一
茶
は
今
の
時
代
を

ど
う
思
う
で
し
ょ
う
か
。
も
っ

と
も
一
茶
は
〈
あ
あ
ま
ま
よ

年
が
暮
よ
と
く
れ
ま
い
と
〉

と
自
嘲
の
世
界
に
と
ど
ま
る

を
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
。
し

か
し
今
は
違
い
ま
す
。
「
自

公
政
権
ノ
ー
」
と
い
う
国
民

の
審
判
が
政
治
を
前
に
動
か

す
こ
と
の
で
き
る
時
代
で
す
。

歴
史
を
一
歩
前
に
す
す
め
る

た
め
に
力
を
あ
わ
せ
て
が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
。
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子
育
て
支
援
と
い
い
な
が
ら

扶
養
控
除
廃
止
で
子
育
て
世
帯
に
増
税

昨
年
は
北
関
東
各
地
で

お
世
話
に
な
り
、
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

自
公
政
権
を
退
場
に
追

い
込
ん
だ
の
は
、
ま
ぎ
れ

も
な
く
、
国
民
の
世
論
、

運
動
と
日
本
共
産
党
の
論

戦
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

政
治
を
動
か
す
の
は
、
国

民
と
日
本
共
産
党
の
共
同

の
力
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

廃
止
の
先
送
り
を
や
め
さ

せ
、
普
天
間
基
地
の
無
条

件
閉
鎖
、
新
基
地
建
設
反

対
の
世
論
を
広
げ
、
民
主

党
政
権
に
迫
り
ま
し
ょ
う
。

労
働
者
派
遣
法
の
「
抜
本

改
正
」
も
本
当
に
現
場
の

労
働
者
を
救
う
も
の
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

い
よ
い
よ
参
議
院
選
挙

ま
で
半
年
あ
ま
り
、
現
場

の
声
を
国
会
に
と
ど
け
、

消
費
税
増
税
阻
止
、
憲
法

を
守
る
た
め
に
全
力
を
つ

く
し
ま
す
。

11
月
に
参
議
院
埼
玉
選

挙
区
の
予
定
候
補
者
に
決

定
以
来
、
県
内
各
地
を
回
っ

て
き
ま
し
た
。
「
普
通
に

く
ら
す
こ
と
も
、
許
さ
れ

な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
」

こ
れ
が
、
現
場
の
声
・
叫

び
で
す
。
こ
の
願
い
実
現

へ
、
「
１
回
の
選
挙
で
国

会
へ
駆
け
あ
が
る
」
決
意

を
固
め
、
新
し
い
年
を
迎

え
ま
し
た
。

「
振
り
返
る
と
、
い
つ
も

共
産
党
さ
ん
の
姿
が
あ
っ

た
」
な
ど
と
、
多
く
の
県

民
の
方
々
と
の
新
た
な
交

流
も
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

自
民
党
離
れ
が
ま
す
ま
す

進
み
、
民
主
党
へ
は
「
期

待
」
と
と
も
に
「
不
安
」

も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
一

方
、
日
本
共
産
党
に
は
、

関
心
・
注
目
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
私
は
、
ウ
イ
ン

グ
広
げ
て
県
民
の
中
に
入

り
、
要
求
の
実
現
に
力
を

つ
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
は
、
４
月
に
市
議
選
、
７
月
に
市
長

選
、
８
月
に
総
選
挙
と
連
続
す
る
選
挙
で
ご
支

援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
は
、
参
議
院
選
挙
の

年
で
す
。
国
民
生
活
と
平
和
を
守
る
た
め
に
、

必
ず
勝
利
す
る
決
意
で
す
。

日
本
共
産
党
飯
能
市
委
員
会
と
飯
能
市
議
団

は
、
市
民
の
暮
ら
し
と
福
祉
を
守
る
た
め
に
、

全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
ま
す
。

参院埼玉予定候補
伊 藤 岳

参院議員
大門みきし



１
面
に
つ
づ
く

扶
養
控
除
の
廃
止
で

負
担
増
23
項
目

今
回
の
税
制
改
正
で
は
子

育
て
世
帯
へ
の
所
得
税
・
住

民
税
増
税
押
し
付
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
扶
養
控
除
の
廃
止
・

縮
小
が
連
鎖
的
に
課
税
総
所

得
金
額
、
税
額
等
を
活
用
し

て
い
る
他
の
制
度
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
す
。
政
府
税

制
調
査
会
で
総
務
省
が
明
ら

か
に
し
た
影
響
項
目
は
、
別

表
の
よ
う
に
多
岐
に
わ
た
る

23
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
教
育
や
医
療
、
福
祉
な

ど
に
密
接
に
か
か
わ
る
制
度

の
負
担
は
、
所
得
税
や
住
民

税
を
基
準
に
定
め
ら
れ
て
い

る
場
合
が
多
い
か
ら
で
す
。

そ
の
た
め
、
扶
養
控
除
の
廃

止
に
よ
る
増
税
は
、
こ
れ
ら

の
制
度
の
負
担
増
に
も
つ
な

が
る
の
で
す
。

私
立
幼
稚
園
就
園
奨

励
費
や
保
育
料
、
国

保
税
に
も
大
き
な
影

響
子
ど
も
に
か
か
わ
る
保
育

所
の
保
育
粁
や
私
立
幼
稚
園

の
就
園
奨
励
費
補
助
な
ど
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
、
保
育
料
は
所
得

税
額
を
基
準
に
保
育
料
が
決

ま
り
ま
す
。
増
税
で
今
ま
で

の
所
得
税
非
課
税
世
帯
が
課

税
世
帯
に
な
っ
た
り
、
所
得

税
増
に
よ
り
階
層
が
１
ラ
ン

ク
、
２
ラ
ン
ク
も
上
が
り
大

幅
な
保
育
料
値
上
げ
に
な
る

例
も
生
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
で

は
子
育
て
支
援
に
逆
行
し
ま

す
。更

に
、
今
、
飯
能
市
が
計

画
し
て
い
る
国
保
税
の
値
上

げ
に
も
影
響
し
ま
す
。
住
民

税
の
値
上
げ
は
12
年
度
か
ら

と
な
り
ま
す
が
、
国
民
健
康

保
険
制
度
で
は
住
民
税
が
上

が
る
と
自
動
的
に
国
保
税
も

値
上
げ
さ
れ
る
仕
組
み
の
た

め
、
当
然
住
民
税
の
値
上
げ

に
加
え
国
保
税
も
値
上
げ
と

な
り
ま
す
、

扶
養
控
除
の
廃
止
は
こ
の

よ
う
に
私
た
ち
市
民
生
活
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

何
ら
か
の
手
立
て
が
と
ら
れ

な
け
れ
ば
多
く
の
社
会
保
障

制
度
で
雪
だ
る
ま
式
に
負
担

増
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。

新
春
の
集
い

２
月
14
日
（
日
）
11
時

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

一
部

記
念
講
演

二
部

文
化
行
事

●
お
願
い

家
庭
で
眠
っ
て

い
る
も
の
を
景
品
と
し
て
提

供
し
て
く
だ
さ
い
。

何
で
も
相
談
会

２
月
21
日
（
日
）

10
時
～
15
時

一
丁
目
ク
ラ
ブ

●
法
律
相
談
、
多
重
債
務
、

税
金
の
申
告
な
ど
困
っ
て
い

る
こ
と
、
悩
ん
で
い
る
こ
と

は
何
で
も
ご
相
談
下
さ
い
。

２００９年１２月２７日・１月３日合併号 ＮＯ．１７０５

鳩
山
内
閣
の
税
制
「
改
正
」

負
担
増
連
鎖
の
恐
れ

扶養控除
（年少）

扶養控除
（年少）

廃止・圧縮部分

日
本
共
産
党
飯
能
市
議

団
は
、
12
月
議
会
で
市
民

の
暮
ら
し
と
福
祉
を
応
援

す
る
市
政
を
実
現
す
る
た

め
に
奮
闘
し
ま
し
た
。
実

現
の
見
通
し
と
な
っ
た
主

な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度

こ
れ
ま
で
、
埼
玉
土
建

労
組
飯
能
日
高
支
部
や
建

設
業
協
会
な
ど
が
要
望
し
、

日
本
共
産
党
が
強
く
求
め

て
き
た
経
済
効
果
の
高
い

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
に
つ
い
て
、
12
月
議
会

の
答
弁
で
「
中
小
建
設
業

者
の
仕
事
確
保
の
立
場
か

ら
積
極
的
に
検
討
し
て
い

る
」
と
来
年
度
制
度
化
に

む
け
て
準
備
を
す
す
め
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。

つ
ぼ
み
園
臨
時
保
育

士
の
処
遇
改
善

日
本
共
産
党
は
、
公
立

保
育
所
臨
時
保
育
士
の
待

遇
改
善
に
つ
い
て
何
度
も

取
り
あ
げ
る
な
か
で
、
21

年
度
日
給
制
か
ら
月
給
制

に
改
善
（
昇
給
有
り
）
、

年
間
２
ヶ
月
分
の
一
時
金

も
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

同
様
に
名
栗
幼
稚
園
の
臨

時
教
員
も
改
善
を
実
現
。

22
年
度
か
ら
つ
ぼ
み
園
の

臨
時
保
育
士
に
つ
い
て
、

２
ケ
月
分
の
一
時
金
支
給

と
時
間
給
か
ら
日
給
制

（
昇
給
有
り
）
に
改
善
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

介
護
保
険
住
宅
改
修

立
替
払
い
な
し
に

介
護
保
険
の
住
宅
改
修

費
用
は
２
０
万
円
を
限
度

に
一
割
負
担
で
利
用
で
き

ま
す
が
、
一
旦
全
額
立
て

替
え
、
２
～
３
ヶ
月
後
に

入
金
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

日
本
共
産

党
は
、
利
用
者
が

初
か

ら
１
割
負
担
で
利
用
で
き

る
受
領
委
任
払
い
を
求
め

て
き
ま
し
た
が
、
実
施
の

見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

遠
距
離
通
学
者
の
バ

ス
代
助
成
制
度

日
本
共
産
党
は
、
名
栗
・

原
市
場
な
ど
か
ら
の
通
学

バ
ス
補
助
に
つ
い
て
合
併

直
後
か
ら
取
り
あ
げ
、
こ

の
間
、
バ
ス
代
助
成
を
求

め
る
署
名
を
地
域
の
お
母

さ
ん
た
ち
と
提
出
。

市
は
12
月
議
会
で
、

「
保
護
者
負
担
を
減
ら
し

教
育
を
受
け
や
す
く
す
る

こ
と
、
同
時
に
、
路
線
バ

ス
の
維
持
と
山
間
地
域
の

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
に
も
高
校
生
等

の
通
学
費
を
援
助
す
る
制

度
を
検
討
し
て
い
る
」
と

答
弁
。
実
施
の
見
通
し
と

な
り
ま
し
た
。

1 2 月

議 会

お
知
ら
せ


